
 

凸 凹 お 便 り 
2020.1.31 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１．主催イベントのご報告及び告知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援者向け発達障がい勉強会終了 
今年度初めての試みだった支援者向け勉強会ですが 

4回シリーズが無事、9/25（水）に終了しました。 

川崎医療福祉大学の小田桐早苗先生を講師にお迎え 

し、毎回多数のご参加をいただきました。 

発達障がいの基礎から応用まで、懇切丁寧にご講義 

いただいた小田桐先生に感謝申し上げます。 

ご参加いただいた皆様の熱意にも圧倒され、「また 

開催しようか…、うん、しよう！」と決意を新たに 

いたしました。次年度の告知をお楽しみに！  

 

 

 

第 10 回くらしき発達障がい支援フォーラム開催報告 
毎年恒例となりました『くらしき発達障がい支援フォーラム』。 

昨年 12/21（土）、無事開催いたしました。 

第 10回を数える今回は、昨年の真備水害を受け【災害に 

備えて今できること～くらしきからの発信～】と題し福祉防災 

コミュニティ上級コーチである湯井恵美子先生の基調講演 

をいただきました。 

シンポジウムでは川崎医療福祉大学岡崎利治先生のコー 

ディネートのもと、「真備からの学び」として、箭田まちづくり推 

進協議会様・NPO法人ペアレント・サポートすてっぷ様・真 

備（ご家族の立場から）の利用者様にご登壇いただき、課題 

について改めて考える機会となりました。 

基調講演とシンポジウムに共通していたのは、何より「防災」 

が特別なものでなく、文化として根付いていくべきものであることや、一人一人が地域や人とどういう形で繋がっ

ていくのがベストか、互いに歩み寄りつつ各々の立場でできることは何か？参加の皆様からも「いろいろな角度

や方面からの発表で地道な取り組みは胸にくるものがありました。当事者の話は説得力がありすばらしかったで

す。」といったご感想をいただき多くの問題提起の時間になったのではないかと思います。 

最後に、今回のフォーラムではボランティアの方々のご支援もいただき無事に開催できました。 

紙面をお借りして重ねてお礼申し上げます。ありがとうございました！ 

 早いもので 2020 年に突入しました。昨年は平成から令和に年号が変わるなど、大きな変化のあった 1

年でしたね。当センターも職員が総入れ替えとなるなど、大きな変化がありました。 

 当センターは、発達障がいの当事者およびご家族のみなさんはもちろんのこと、地域住民のみなさんや

多くの関係機関のみなさんと、支え合いの関係を築いていきたいと考えています。「つながり」というキーワ

ードを羅針盤とし、たくさんのつながりを築いていければありがたいです。 

倉敷発達障がい者支援センター 

～ともに育ち ともに生きる～ 

～みんなちがって みんないい～ 
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2．ご利用者の方々の活動報告 

 

発達ボランティア養成講座終了 
こちらも今年度初めての試みだった発達ボランティア 

養成講座ですが、3回シリーズが無事、9/26（木）に 

終了しました。 

1回目の概論、2回目の支援内容についての講義を 

踏まえ、最後の 3回目は座談会形式で参加された 

皆さんそれぞれの体験談や思いをお聴きすることが 

でき、とても得難い機会となりました。 

また、2月 19日（水）にはフォローアップ講座を開催 

いたします。実際に活動された方のお話や、当事者も 

お招きし、「どういう活動ができそうかな？」「どんな 

ことに気を付ければいい？」等々の疑問や思いを 

語り合える場になればと思っています。 

＜お問い合わせ＞ 

社会福祉法人クムレ 

倉敷発達障がい者支援センター（担当：仲山・森） 

〒710-0002 倉敷市生坂 836-1 

ＴＥＬ 086（464）0015 

ＦＡＸ 086（464）3980 

Ｅ-mail  h-siencenter@cumre.or.jp  

ホームページ http://www.cumre.or.jp 

発達障がいのある方の活動を募集しています。皆様の特

技、素敵な趣味等をぜひ教えていただければと思います。 

 また、「発達障がい」に関する研修会、勉強会、親の会、

当事者の会など当センターのホームページおよびこの広報

誌に掲載させていただきますので、広報されたい方はご連

絡ください。 

 多くの方とともに紙面を作っていければと思います。 

 

きらり☆彡いただきます 
 

 

センターご利用中の皆様の秘めた能力や知識に日々驚かされっぱなしな我々ですが、この感動をうちだ

けに留めておくのは・・「何かもったいない！」そんな思いから活動紹介のコーナーをもうけました☆ 

通信にご協力いただいた方の中から今回はこの方、「ごまにゃ」さんです！！ 

 

 

 

猫は狭くて落ち着く空間が大好き(=^・^=) 

藁ではなくこちらは紙紐で猫ちぐらを作っています。 

編むのはとても時間と力が要るけれど、お客様のオーダー

に合わせて作るのもやりがいを感じています 
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